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近年、物流の国際化、大型化、交通網の発達により、ヒトと物の移動はより一層、広域・

高速化され、７２時間以内に世界中ほとんどの地域に移動できるようになりました。その

ため海外渡航者の増加が顕著となっています。それに地球温暖化の進展に伴う感染症媒介

生物の生息域の拡大なども加わり、感染症の発生動向は時々刻々と変化し、今後ますます

拡大、複雑化することが予想されています。いつ、いかなる国においても安全とはいえず、

更なる警戒を強める必要があります。 

 

国内の感染症状況では、一昨年、南米を中心に流行したジカウイルス感染症など蚊媒介

性感染症の国内侵入が今年もまだ危惧され、麻しんは、関東や関西の大都市圏及び沖縄等

を中心に２年続けて流行が見られました。 

また、風しんは、５年ぶりの大流行が懸念され、本県でも３年ぶりに報告が見られてい

ます。このような状況の中、当感染症情報センターにおきましても常に海外の情報を入手

し、発生時には緊急かつ正確に検査対応できるように準備を進めているところであります。 

 

感染症発生動向調査事業は、さまざまな感染症対策を的確に行うにあたり、明確なエビ

デンスとして利用される大変重要なものであります。実施主体である当保健製薬環境セン

ターが果たす役割はますます重責になってくると考えています。今後も状況の変化に応じ、

迅速かつ的確な調査と情報提供を行えるよう、感染症情報センターと検査部門との連携の

もと、平時から業務推進に鋭意努力してまいります。 

 

このたび、平成２９年における徳島県の感染症情報をとりまとめ、年報を作成しました

ので、感染症対策の資料として御活用いただければ幸いです。 

なお、この事業の実施にあたりましては、県内各医師会、定点医療機関をはじめとする

関係者の御協力を頂いております。この場を借りて深く感謝いたします。 
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徳島県立保健製薬環境センター 

（徳島県感染症情報センター） 

所長 上岡 敏郎 
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